
大
阪
住
民
投
票
勝
利
を

日
本
共
産
党
後
援
会
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
連
絡
会
の
世
話
人
会
が
９
月

１
０
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
山
口

隆
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
林
信
一

郎
事
務
局
長
が
報
告
。「
比
例
１
８
０
万
票
、
４
議

席
絶
対
回
復
」
の
政
治
目
標
実
現
へ
、
後
援
会
活
動

の
発
展
・
強
化
を
訴
え
。
党
支
部
に
対
応
す
る
後
援

会
の
確
立
、
得
票
目
標
１
８
０
万
に
見
あ
う
後
援

会
を
強
調
し
、
大
阪
住
民
投
票
勝
利
へ
近
畿
各
府

県
が
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
大
阪
》
住
民
投
票
で
は
今
度
も
７
０
万
前
後
の

勝
負
と
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
大
阪
市
内
の
１
０
万

人
後
援
会
の
力
を
汲
み
つ
く
す
こ
と
が
大
事
だ
。

総
選
挙
で
は
、
機
関
も
地
方
議
員
も
本
気
に
な
っ

て
後
援
会
員
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
。

《
京
都
》
事
務
局
会
議
で
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
と
活

動
の
強
化
方
向
を
議
論
。
１
５
万
後
援
会
か
ら
当

面
２
０
万
後
援
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
行
政
区
ご
と

の
目
標
も
持
ち
、
会
員
拡
大
の
統
一
行
動
に
も
行

っ
て
い
る
。
経
験
交
流
が
大
事
で
、
行
動
し
た
ら
ニ

ュ
ー
ス
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

《
兵
庫
》
行
政
区
後
援
会
の
形
を
つ
く
ろ
う
と
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
の
間
、
丹
波
、
宝
塚
、
東

灘
、
垂
水
な
ど
へ
出
か
け
て
学
習
会
を
し
、
後
援
会

の
そ
も
そ
も
論
、
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
届
け
る

連
絡
連
帯
網
の
大
事
さ
を
話
し
て
い
る
。

《
奈
良
》
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
届
け
を
重
視
。
生
駒

郡
三
郷
町
で
は
２
９
６
０
人
に
届
け
。
奈
良
市
西

北
・
白
川
地
域
で
は
、
赤
旗
と
と
も
に
必
ず
「
ニ
ュ

ー
ス
読
者
」
を
訴
え
、
２
０
０
０
人
め
ざ
す
と
奮
闘

中
。
会
議
の
最
後
に
、
前
進
座
の
藤
川
矢
之
輔
さ
ん

が
参
加
し
、
初
春
特
別
公
演
（
京
都
南
座
、
１
月
１

１
日
。
小
山
内
薫
「
息
子
」、
狂
言
舞
踊
「
茶
壷
」）

へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。（
写
真
）

大
阪
・
京
都
・
神
戸

い
つ
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
解

散
・
総
選
挙
で
、「
政
権
交
代
で
新
し
い

政
治
を
」
「
比
例
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

４
議
席
絶
対
回
復
を
」
と
、
１
１
日
、

山
下
芳
生
副
委
員
長
・
参
院
議
員
を
迎

え
て
大
阪
梅
田
・
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前

で
、
１
８
日
に
は
田
村
智
子
党
副
委
員

長
・
参
院
議
員
を
迎
え
、
京
都
・
四
条

烏
丸
、
神
戸
・
元
町
大
丸
前
で
そ
れ
ぞ

れ
街
頭
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写

真
は
神
戸
）

１
８
日
の
演
説
で
田
村
氏
は
、
医
療

機
関
へ
の
減
収
補
て
ん
を
い
ま
だ
に

実
施
せ
ず
、
自
己
責
任
を
押
し
付
け
る

菅
首
相
を
批
判
。
一
方
、
野
党
が
協
力

し
て
政
策
提
言
を
繰
り
返
し
、
対
策
を

前
に
進
め
て
き
た
こ
と
を
紹
介
、
「
野

党
共
闘
の
前
進
に
努
力
し
、
ブ
レ
る
こ

と
な
く
安
倍
政
権
と
対
決
し
て
き
た

共
産
党
躍
進
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

比
例
４
予
定
候
補
が
訴
え
。
こ
く
た

恵
二
党
国
対
委
員
長
・
衆
院
議
員
（
京

都
１
区
重
複
）
は
、
京
都
の
演
説
で
蜷

川
府
知
事
、
山
本
宣
治
の
名
を
挙
げ
て
野
党
共
闘

の
前
進
を
語
り
、
神
戸
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
に

触
れ
、
自
己
責
任
を
押
し
付
け
る
菅
首
相
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
首
相
指
名
投
票
で
立

憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
氏
に
野
党
が
こ
ぞ
っ
て
投

票
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
野
党
連
合
政
権
が
現
実
的

な
と
な
っ
て
き
た
と
し
て
、
総
選
挙
勝
利
を
訴
え

ま
し
た
。

宮
本
た
け
し
前
衆
院
議
員
は
「
菅
首
相
は
森
友

の
再
調
査
を
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
森
友
追
及

の
た
め
国
会
に
送
り
返
し
て
」、
清
水
た
だ
し
衆
院

議
員
は
「
消
費
税
５
％
引
き
下
げ
実
現
、
企
業
・
団

体
献
金
を
受
け
取
ら
な
い
党
を
」、
こ
む
ら
潤
尼
崎

市
議
は
「
大
学
で
美
術
を
学
ん
だ
。
文
化
・
芸
術
が

大
切
に
さ
れ
る
国
に
」「
近
畿
か
ら
１
１
年
ぶ
り
の

女
性
衆
院
議
員
を
」
と
訴
え
ま
し
た

「
田
村
さ
ん
の
訴
え
は
涙
が
出
る
所
が
い
っ
ぱ

い
。
本
当
に
感
動
し
た
」「
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
グ

ッ
と
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
氏
は
住
民
投
票
の
勝
利
を
訴
え
ま
し
た
。

近
畿
の
新
し
い
比
例
候
補
に

た
け
や
ま
彩
子
さ
ん

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

は
９
月
２
３
日
、
衆
院
比
例
候

補
の
第
５
次
分
と
し
て
４
人

を
追
加
発
表
し
ま
し
た
。
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
た
け
や
ま
（
武

山
）
彩
子
（
さ
い
こ
）
さ
ん
で

す
。
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る

４
候
補
と
力
を
合
わ
せ
４
議

席
絶
対
回
復
を
目
指
し
ま
す
。

【
略
歴
】
１
９
７
１
年
生
ま

れ
。
４
９
歳
。
元
長
岡
京
市
議

（
５
期
）・
京
都
府
常
任
委
員
。

京
都
教
育
大
美
術
学
科
卒
。
夫

と
一
男
、
一
女
。
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総
選
挙
勝
利
へ
後
援
会
活
動
強
化
を

比例4議席回復、得票目標１８０万に

見合う後援会を 近畿連絡会世話人

近畿から共産党躍進、希望の政治を
山
下
・
田
村
副
委
員
長
が
訴
え

５人が力合わ

せ４議席絶対

回復へ



近
畿
各
府
県
で
女
性
後
援
会
の
会

議
が
開
か
れ
、
こ
む
ら
潤
比
例
候
補
が

あ
い
さ
つ
。
近
畿
比
例
４
議
席
獲
得
、

石
井
郁
子
元
衆
院
議
員
以
来
１
１
年

ぶ
り
の
女
性
衆
院
議
員
を
と
、
決
意
を

固
め
ま
し
た
。

●

大

阪

女
性
後
援

会
代
表
者

会
議
が
９

月
２
５
日

午
後
開
か

れ
、
３
分

野
、
２
１

行
政
区
か

ら
３
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
む
ら
さ
ん
は
、
美
術
講
師
、
バ
リ

舞
踊
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
経
験

を
語
り
、
三
人
の
子
の
母
親
と
し
て
少

人
数
学
級
実
現
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社

会
実
現
へ
の
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。
会

議
で
は
宅
田
葉
月
さ
ん
（
党
大
阪
府
常

任
委
員
）
を
講
師
に
総
選
挙
、
住
民
投

票
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

●
滋
賀

９
月
１
６
日
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
♪

コ
ロ
ナ
後
の
よ
り
良
い
社
会
」
を
開
催
。
こ
む
ら
さ

ん
が
立
候
補
に
至
る
思
い
を
語
り
、「
温
か
い
人
柄

を
じ
か
に
知
れ
た
」「
若
い
女
性
が
立
候
補
し
て
く

れ
て
う
れ
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
和
歌
山

２
０
日
、「
こ
む
ら
潤
さ
ん
を
囲
む
つ

ど
い
」
が
開
か
れ
、
こ
む
ら
さ
ん
は
共
産
党
と
国
民

の
願
い
が
響
き
あ
う
情
勢
へ
の
確
信
を
語
り
ま
し

た
。
こ
む
ら
さ
ん
ら
、
う
さ
ぎ
年
生
ま
れ
の
女
性
た

ち
で
つ
く
る
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
が
パ

プ
リ
カ
を
踊
り
ま
し
た
。

｢

ゆ
め
・
希
望
・
共
産

党
」
発
行
続
け
て

兵
庫
・
豊
岡
（
中
南
・
北
西
・
東
・

港
城
崎
・
竹
野
）
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス

「
後
援
会
に
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
の

は
お
か
し
い
」
と
会
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、そ
れ
も
そ
う
だ
な
と
軽
い
気
持
ち
で

つ
く
っ
た
の
が
、
チ
ラ
シ
の
よ
う
な
年
越
し
そ
ば

の
会
を
知
ら
せ
る
創
刊
号
（
０
６
年
１
１
月
号
）。

毎
月
発
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
０
８

年
１
月
号
か
ら
で
す
。

４
０
回
続
い
た
安
治
川
敏
明
市
議
（
当
時
）
の

「
議
会
報
告
ア
ラ
カ
ル
ト
」、
川
柳
作
家
の
西
村
昭

治
さ
ん
の
「
笑
市
民
」
は
１
２
３
回
。
山
西
康
三
さ

ん
の
カ
ッ
ト
絵
な
ど
を
連
載
し
、
秋
山
義
雄
さ
ん

の
「
初
心
者
の
釣
り
遊
び
案
内
」、
岩
根
光
男
さ
ん

の
風
刺
画
、
中
家
貞
雄
さ
ん
の
少
年
・
青
年
時
代
の

お
話
も
数
回
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
上
田
と

も
子
市
議
の
「
ニ
コ
ニ
コ
通
信
～
議
会
報
告
」
が
２

４
回
、
村
岡
峰
男
市
議
の
「
峰
さ
ん
の
議
会
報
告
」

が
２
３
回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
１
０
月
で
１
４
７
号
と
い
う
こ
と
は
来
年

２
０
２
１
年
１
月
で
１
５
０
号
を
迎
え
ま
す
。
Ａ

４
版
用
紙
両
面
で
月
１
回
発
行
な
の
で
、
し
ん
ど

く
は
な
い
で
す
が
、
ま
あ
よ
く
続
い
て
い
る
な
と

ほ
め
て
や
り
ま
し
ょ
う
（
笑
）。

「
な
ん
で
も
自
由
欄
」
も
あ
り
投
稿
歓
迎
で
す
。

若
手
歓
迎
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
私
も
含
め
高
齢

者
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
か
ん
な
あ
。

（
千
葉
裕

兵
庫
日
本
共
産
党
後
援
会
ニ
ュ
ー

ス
Ｎ
ｏ
４
２
３
よ
り
）

奈
良
市
後
援
会

１
０
０
０
人
の
ニ
ュ
ー

ス
読
者
を
目
標
に

西
南
ブ
ロ
ッ
ク

西
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

選
挙
勝
利
へ
、
後
援
会
ニ

ュ
ー
ス
読
者
を
１
０
０

０
人
に
し
よ
う
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
選
挙
で
反

応
の
良
か
っ
た
人
に
「
コ

ロ
ナ
で
心
配
で
す
が
、
お

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
電
話
や
訪
問
で
日
曜

版
の
購
読
を
勧
め
、
い
ら

な
い
と
い
う
人
に
は
「
地

域
の
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス

は
無
料
で
す
が
読
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
か
」
と
声

か
け
。「
無
料
や
っ
た
ら

入
れ
と
い
て
」
と
返
事
が

返
っ
て
き
ま
す
。

毎
月
、
配
布
担
当
者
が

封
筒
に
宛
名
を
書
い
て

ポ
ス
ト
イ
ン
。
４
月
か
ら

６
０
０
人
と
対
話
。
１
０

０
人
が
読
者
に
な
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
県
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス

よ
り
）

 
 

◇

奈
良
市
後
援
会
は
９

月
２
０
日
に
総
会
を
開

き
、
大
門
実
紀
史
参
院
議

員
が
講
演
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
に
は
「比
例
代
表
は
日
本
共
産
党
と

書
い
て
下
さ
い
」を
必
ず
掲
載
し
ま
し
ょ
う

「比例版下」活用を  比例代表で日本共産党と書

いてもらう人を大きく増やすため、近畿ブロックでは「比例代表

選挙では日本共産党と書いて下さい」と呼びかけるニュース用の

版下（５種類）を作成しました。ぜひ活用して下さい。

本格的活動へ

交流会議 滋賀後援会

しばらく会議も開かれていなかった滋賀

県後援会は９月２７日、２２人が参加して

交流会議を開催。本格的な活動をスタート

させました。

瀧上正昭会長があいさつ、川内卓・党滋

賀県委員会選対部長が第２８回党大会決定

の選挙方針を、現在の取り組みと重ねて報

告。安井直明後援会事務局長が、会議の目

的は交流と総選挙勝利の意思統一であるこ

とを示し、近畿比例４議席回復・議席倍増

へ最高議席を獲得した９６年総選挙での躍

進を思い起こして奮闘すること、滋賀で比

例１２万6000 票獲得を呼びかけました。

出席者全員が発言。「後援会ニュースに載

せていたゴミ収集カレンダーが市の広報に

掲載されるようになった」「ピースコンサー

ト、コロナ問題や新自由主義の学習会に取

り組んでいる」など多彩な取り組みが紹介

されました。党と後援会が一体となって後

援会活動を発展させようとの意見が出さ

れ、最後に団結ガンバロウを三唱しました。

比例 4 議席、11 年ぶりの女性衆院議員を

こ
む
ら
候
補
が
あ
い
さ
つ

前進座新春公演 ２０２１年１月１１日（祝）

京都南座 （午後の部）午後２時開演 （夜の部）午後５時開演

２演目 小山内薫作「息子」一幕 狂言舞踊「茶壷」一幕 １時間４５分

後援会近畿ブロック連絡会の合同観劇会として取り組みます

後援会

大きく楽しく


